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ま  え  が  き

東京都に釦ける感染症サ ーペ イランス事業は、昭和5  2 年10 月から東京都医師

会の研究事業として、都公衆衛生部の協力のもとにはじめられましたが、最新の感

染症情報を知る上で、有力々参考と々ると、ご好評をいただいているところであり

ます。同じよう々サーペイランス事業は、その後、全国各地で、それぞれの地域の

特性に合わせて広く行われるようになりましたが、厚生省は、各地のデータをまと

めて、全国的なレペルでサーベイランスシステムを整備する計画で、昭和5   6年7

月から、厚生省感染症サーペイランス事業を発足させました。全国的々データや近

県の情報を速かに入手できることは、われわれにとっても大いに参考となるところ

でもあり、都医師会としても、それに応じた形で、昭和5  7 年1 月から、情報収集

方式を若干手直しして、全国的左システムに合わせて事業を継続することにいたし

ました。その結果、都の行政的痙レペルでのサーベイランス事業と、都医師会の研

究事業と、両者が協力して運営に当ることに左りましたが、今後共、よろしくご協

力、ご支援のほど釦願いいたします。

ここに昭和5  7 年分のまとめ、すなわち、新しい体制になった第1 年目のまとめ

を訟届けいたしますが、これをより効果的に利用することについても軸考えいただ

ければ幸いに存じます。関係各位のご協力に深く感謝いたします。

昭和5  8 年2 月

木 村 三 生 夫



東京都感染症サーベイランスのまとめ

( 昭和5  7年1 月3 日~昭和58 年1月1日)

感染症サーベイランスの定義は、WHo によれぱ、「有効々対策をたてるために、

感染症の分布、広がり及びそれに関連する要因を十分の正確さと完全さをもって継

続的に調査し、かつ監視すること」とされている。

東京都感染症サーペイランス事業も、情報の収集、還元に留まらず、他の関連領

域の情報も加えて感染症対策を考えるよう努力する必要がある。

昭和5   7年第1 週から、全国システムに合わせる形で、定点観測機関を増やし、

眼科定点、病院定点を新設し、検査定点による資料の収集を開始し、対象疾病の種

類を増やし、年令区分の多少の変更を行ったが、運営方法は従来とほとんど変更は

ない。

|。 定点観測機関( 第 ＼表)

患者定点5  3 、うち区部3  9 、市郡部1  4、眼科定点6 、病院定点6 、によっ

て実施した。ブロック別定点数は以下のごとくである。

ブ ロ ック 患  者  定  点 眼 科定 点 病 院 定点

中   央

江  東

城  西

城  南

城  北

千代 田(2) 中 央(1) 港(3) 文 京 剛

台 東(1)          計 8

墨 田(2) 江 東(1) 荒 川 悶 足 立(2)

葛 飾(2) 江 戸 川(2)    計1  1

新 宿(2) 目 黒田 渋 谷(2) 世 田 谷(2)

中 野(1) 杉 並(2)     計1   0

品川 剛 大 田 即      計 4

北(1) 豊 島剛 板 橋(2) 練 馬(2)

計 6

文 京 (1)

葛 飾(1)

世田谷 田

大 田(1)

豊 島 a)

千代 田山

港  剛1

文 京(1)

墨 田 田

大 田 (1)

板 橋 剛

区 部 計 3 9 5 6



ブ ロ ッ ク 患  者  定  点 眼科定点 病 院定点

市 郡 部 1  4

秋川、青梅 、羽村、八王子、日野、

多摩、立川、小平 、保谷 、調布 、

武蔵野、三 鷹、府中、町田

八王 子1

計 5  3 6 6

2。 運営方法

各定点では、毎週、日曜日から土曜日までの対象疾病患者数を、性別、年令別

に、所定のはがき調査表に記入して直ちに投函する。都衛生局防疫結核課で集計、

木曜には結果を発送する。今年度よりコンピュータ- を導入し速やかな集計が図

られている。

感染症予防検討委員会は、都担当者と、毎月1 回、定例( 第4 木曜日) に1 ヵ

月分の内容を討議し、必要々コメントを加えている。

本年度の週数の数え方は、全国的な統一方式に従い、第1 週5  7 年1 月3 日-

9 日、第5  2 週1   2月2   6日-58 年1 月1 日と々つてい る。

3. 対象疾病の種類および年令区分

厚生省サーペイランスの対象疾病と合わせるため、多少の変更が行われている。

昨年度まで、東京都サーペイランスに含まれていたものは、そのit 継続し( 麻

疹、水痘、ムンプス、突発性発疹、百日咳、伝染性紅斑、風疹、溶連菌感染症) 、

これまで胃腸症状を主徴とする感冒様疾患は、全国方式に合わせる形として、乳

児嘔吐下痢症と、その他の感染性下痢症とに変更した。

ここで乳児下痢症というのは、従来、小児仮性コレラ、

u

色便 性 下 痢 症 、感 冒

性消化不良症々どの名称でとらえられていたもので、現在ではロタウイルスによ

ることが明らかとなった冬期に多い乳児嘔吐下痢症と考えられるものとされた。

乳児というのは、かならずしも1 才未満と限定するものでは左く、通常は2 才以



下、時に よっては それ以 上の もの も含めてもよい とい う考え である。 それ以外の

感染性下痢症は、字句の 通り、感染性が想定されるもので、ウイルス性もし くは

細菌性の ものを含んで よい。これが設け られた 理由は 、病原検査をすすめ て、そ

の実 態を明 らかに して行こうとするねらい であり 、今後の検査の充実の期待をこ

めて挙げ られ た項 目である。患者定点 対象 疾病として、 ヘル パンギーナ、 異型肺

炎、 咽 頭結膜熱が加えられたが、 これ らは、 本サーベ イラン スでも、 その他の疾

病 として良 く報告されてい たものであ る。

眼科定点の対 象疾病として、咽 頭結膜熱、 流行性角結膜炎、 急性出血性結膜炎

があげられてい るが、咽 頭結膜熱は、患者定点と眼科定点の両方から報告される形と々つ

てい る点に 注 意さ れたい。 実際には、その大部分は、患者定点 か らの 報告である。

病 院定点 では、髄膜炎( 無菌性お よび細菌性) と脳・脊髄炎が対象疾病である

が、そ の他の感 染症の情報 も月報の形 で報告さ れる形となっている。

昨 年度まで本サ ーペイ ランスに含まれていたが、厚生省サ ーペ イランスの対 象

疾病に含まれてい 々いものとし て、 インフルエンザ様疾患、不明発疹症、川崎病

があ るが 、これらは、その まま継続するこ ととした。

年令区 分は、厚生省サ ーペ イランスでは 、O 才、1-4 才、5-9 才、10-

1 4 才、1   5才以 上と区分されてい るので、その集計に合わせやすくするため、

従来 の6 才以上の 分を、6-7 才、8-9 才、10-11 才、12-14 才 、

1  5 才以 上とした。性別は、これまでの 調査で、ほ とんど男女 差はないこ とが明

らかと々 つている ので、今年以降は 、性別 報告は 行わ友い こととした。性別は、

全国 調査で も行 われてい ない。

4. 疾病情報の概要( 第2 表、第3 表)

報 告数は総計5  5, 0 2 4で、昨年を約7,0  0 0件上廻っている。患者定点に訟い て

は 、休診を差引い た報告 定点数は延2,7  4 4で、週平 均5 2.8 定点からの報告が寄

せられたことにな る。眼科定点(6)の休診は1 か所が1 週あっただけ で、病 院定点

からの報告は欠けた週はなかった。

昭和5  7 年に目立った 流行の あったのは 、風疹 、手足口病で、全国的々流行で

あっ た。 インフルエンザは 、B 型に よる中等度の 流行であった。川 崎病は1   2 2

-4-



例で4 年ぶ 卵

麻疹は昭和5   6年に比べ約士の発生であり、水痘も少左い年に属している。ム

ンプスもやゝ少ない年ということになる。百日咳はあま1?変化は左いが、前年よ

りやゝ多い印象であった。伝染性紅斑も、昭和5   6年の全国的な流行のあと減少

している。その他は、特に目立った変化はない。

その他の疾病は、昨乍まで報告されていた疾病の多くが対象疾病にあげられた

ため、8 8 件と減少した。その内訳は以下のごとくである。

その他の疾病の内訳

アフタ性口内炎3  3 、ヘルペスロ内炎3 、口内炎1 、帯状庖疹1   2、ブ菌感

染症6 、S  S S S 1 、伝染性単核症1 、トリパノゾーマ症1 、夏かぜ1   8、

流行性嘔吐症6 、白色便性下痢3 、キヤy ピロ腸炎1 、食中毒1 、( 脳室内

出血1)

5. 伝染病発生状況( 第4 表、第5 表)

本年度の都内の発生総数は5  9 5 例で、前年の7  4 9 例よりも少ない。多い順

には、赤痢3  3 0 、しょう紅熱18  6 、腸チフス、パラチフス計6  7 、の順であ

る。しょう紅熱は前年の3  4 4 例より、1  8 6 例に低下して訟り、これが、総数

の減少に関連している。コレラは、前年4 例、本年7 例と、毎年の ように侵入し

ている。 日本脳炎は真性1 、疑似症1 であったが、5 7 年のブタの汚染状況から

みると、北海道のほか数県を除いて、全国的に、ほとんどが5  0 俤以上の抗体保

有となったというように、広範々汚染が生じた。

6. ブロツク別発生状況( 第6 表、第7 表)

ブロック別の集計は、毎月、都医ニュースに掲載されているが、ここに、1 年

間の集計を示す。ブロ...  ク別の流行の差を知るために1 定点当りの報告数( 第7

表) を示したが、判断は難かしい。数字の上からだけみると、市町村部の方が区

部よりも麻疹が多いようであり、イy フルエンザ、風疹もやゝ多い傾向があるが、

百日咳、乳児嘔吐下痢症、ムンプス左どは、それほどの相異はない、区部のなか

では、百日咳が城西、城南ブロックでやゝ少なく、ムンプスは城北に多く、イン



フルXニンザはm 西、城北に多く、風疹は城南にやゝ少々い。

7. 年度別報告数の推移( 第8 表、第1 図、第2 図)

昭和5   3年より5  7 年まで5 年間の疾病別報告数の推移をみた。年度により、

定点数が異左るため、1 定点当り年間報告数であらわした( 第8 表) 。乳児嘔吐

下痢症は、5  3-56 年までは、その他の疾病として白色便性下痢症々どとして、

報告された数字をO  内に示したが、実際上は、胃腸症状を主徴とする感冒様疾

患の項の中に報告されたものが大部分であろう。5  7 年は全国的に合わせて、乳

児嘔吐下痢症とその他の感染性下痢症に分けてあるが、この両者を合計すれぱ、

5 6 年までの胃腸症状を主徴とする感冒様疾患の数に匹敵する。

疾病ごとの推移を第1 図に示した。

水痘は1 年軸きに多い年と少々い年があり、か左り明瞭々消長がみられる。ム

ンプスもこれと似た傾向はあるものの、これまでの発生状況のカーブをみた限り

では、あまり、はっきりした傾向はつかまえ難かった。そこで、1 定点当り、月

別平均報告数を基に、その消長をみると( 第2 図) 、5  3-57 年の5 年間のう

ちに、5  4 年前半と5   6年なかばから後半にかけてピークがあり、5  3 年はじめ、

5  5年に谷があり、1 年半~2 年の周期で大きく動いていることが分る。この動

きからみれば、どの季節に多いということはきめ難い。

定点からの報告数が、都全体の発生数のうち、どの程度の率を占めるかについ

て、昨年は水痘の5  3-56 年4 年間の1 定点当り年間平均報告数9 2.0 を基に

計算したが、今回の5   3-57 年の5 年間の水痘平均報告数8 7.6 を基に計算す

ると、1 才当り小児人口を1 5 8,0 0 0 人、これが水痘に罹患して、その8  5 価の

1 3 4,0 0 0人が医療機関を受診したという仮定でみると、8 7.6 人×5  3 定点÷

1 3 4,0 0 0人×1 0 0 =3. 5 価という数字が得られる。

8. 各疾病別の動向

(1) 麻疹 第3 図-U) 第4 図づd)

麻疹の1 定点当り年間報告数は、昭和5   3年6 2.5 、5  4 年2 4. 1、5   5年

8.1 、5  6 年2 7.4 、5  7 年1 0.7 と、5  3年の定期接種開始以来著明に減少し



ている。これを水痘の発生数に対する比率でみると、5 年間の平均水痘年間発生

数(  8 7.6   )を100 としてそれに対する比率は、5 3 年7    1、5  4 年2  7 、

5  5年9 、5  6 年3  1 、5 7 年1   2と々る。このことは昭和5  7 年の麻疹は、

1  2 % くらいまで減少しているとみることができよう。

都内の麻疹ワクチン接種状況は、昭和5   6年度(5  6 年4 月~5   7年3 月) の

接種数総計は1 0 8,9 9 4で対 象児約1 3 7,0 0 0人の7 9. 5 % に当る。1・・*区部は

7 2,5 2 2、市町村部は3  6,4 7 2で人口と比べると、区部、市町村部で接種に大き

々差異はみられていない。な訟、この接種例のうち健康被害として申請のあった

ものは熱性けいれんが2  例あったのみである。

麻疹の罹患年令は、1 才にピ-  クがあり、4-5 才は減るが、小学校低学年に

はまだ発生がみられている。 O才も総数の9  % を占めている。この抑制のために

は、とりあえずは接種率の向上を図るということであろう。( 各疾病の年令別集

計は第9 表に示した。 )

(2) 水痘 第3 図一悶、第4 図一(2)

水痘の発生は1 年おきに多い年と少友い年が交互し、5  7 年は少々い方の年に

属している。季節的には、毎年、決ったパターンがみられている。 5 8 年度に向

けて増加の傾向が年末にはみられており、感染予防に留意されたい。

罹患年令は4-5 才にピー夕があり、その傾向は5 年間にわたって変化はない。

O 才の罹患は5. 3 % であった。

(3) ムンプス 第3 図一(3) 第4 図一即

報告数は、5  7年なかばから、前年を下廻っている。この発生状況は、前述

( 第2 図) のごとく、1 年半-  2年の周期で大きく消長している。

罹患年令は、4-5 才にピークがあり、O 才の罹患は0.9  % と、麻疹、水痘と

比べて著しく少友い。また、1  5才以上の罹患も2.0   %にみられている。

(4) 突発性発疹 第3 図-(4) 第4 図-(4)

これまでの報告と同じく、全く季節的な変動は友く、毎週、1 定点あたり1.0



前後の発生で経過している。

罹患年令もO 才が8 7.6  % 、1 才が1 1. 2 % でこれも従来通りである。

(5) 百日咳 第3 図 一(5) 第4 図一問

都内の発生は少ないといってよいであろう。一定点当り年間報告数では、5  3

年5. 5 、5   4年7.5 、5   5年4.0 、5   6年2.9 、5   7年4. 5と平均4.9 人で、こ

れを、水痘を100 とした場合の比率でみると、5 年間の平均は8 となる。この

数字は少々いといっても約8  % の小児が百日咳に罹患していることを示すものと

考えることができるし、予防接種の推進に努力しなければならない。

5 4 年にピークと左った( 全国的にも) 発生は、5  5、5   6年と減少したが、

5 7 年では増加している。百日咳の発生は、2-3 年の周期で増減するものであ

り、その表われとみることができる。

罹患年令は、O 才が2  5% 、1 才が3   5% と、現在予防接種が開始されている

2 4 ヵ月以 前の罹患が6   0 % を占めていることは注目しなければ友ら々い。

(6) インフルエンザ 第3 図 一(6) 第4 図一圓

5 7 年の流行は第4 週に急激々上昇をみて、第6 週にピークとなり、第1  3週

以後は減少した。この流行はB 型ウイルス(B/ シンガポール/222/79 型)

が主体であった。

厚生省インフルエンザ特別対策の最終報告(5 7.  3. 2 9  )よりみると、患者数

累計は16  9 万で、B 型ウイルスが、ほとんど全都道府県から分離され、B 型の

大流行の後、少数県(6 県) からA 香港型(A/ 京都/C-1/81 型もしくはA

/ 新潟/102/81 型) が分離され、流行が長びいた。A 香港型は6 月にも分

離され、その後、秋に々つてからもA 香港のみが分離され、5  7 年の流行はA 香

港型が主流となるであろうとの予測をさせたものである。A ソ連型は三重のみで

分離された。最近のインフルエンザはA 香港(H  3 N  2 ) 、A  ソ連(H  1 N  1 )

とB 型の3 者が交互に、もしくは混合して流行する形と左っているが、5 7 年は5

年ぶりのB 型主体の大流行であった。このB  シンガポール型は、以前のB 神奈川

/3/76 型に替って、19  7 9-80 からみられるように左り、前年もA 型主



体の流行の中に、A ソ連型と共に少数の流行を起こしていたものである。

都内の発生は、特別対策の数字では約6 万で本サ ーペイランスでは、一定点当

り年間報告数2   1   5. 5 人と、前年の1 0 9. 5人の約2 倍の発生であった。

罹患年令は5-9 才がピークを占め、1  5才以上が2 0.9  必とか々り多い。 0

才の罹患は1.8  必であった。

(7) 乳児嘔吐下痢症 第3 図一(7) 第4 図一の

昨年までは、胃腸症状を主徴とする感冒様疾患に含まれていたものである。そ

のごく一部は、特定の定点から、白色便性下痢症としてその他の疾病に含めて報

告されていた。今年匪から、独立して報告されるようになったが、年間報告数は

1 定点当り7 5. 1 で、季節的には1 1 月-1  2 月にピ ークを作り、1-2 月まで

多発する形となっている。

罹患年令は2 才未満がほとんどであるが、これは乳児ということから2 才以下

を主体に報告されたためと考えられる。

(8) その他の感染性下痢症  第3 図-(8) 第4 図-(8)

このなかには多くの原因による下痢症が含まるので、今後、病原検索がもっと

も望まれる疾病である。発生は、季節的には乳児嘔吐下痢症と似た形となって訟

り、このなかにロタウイルスによる下痢症がか々り含まれていることも考えられ、

他のウイルスも、ロタウイルスと同じような季節変動をするものがかなりあると

考えることもできる。

罹患年令は3-7 才に多いが、1 5 才以上も1 3.6  % にみられ、年令差は比較

的少痙い。

(9) 不明発疹症  第4 図-(9)

本サーペイランスを開始したときから集計しているが、平均して、一定点当り、

年間10 人くらいの報告がある。その内容は、種々のものが含まれると考えられ

るが、症状など、その実態を調査する必要もあるのでは々かろうか。できれば、

それに応じて検査体制をつくることも考えられよう。



帥 伝染性紅斑  第3 図一剛 第4 図-(10)

従来 、小地域の流行に留まっていた伝染性紅斑が、全国的にみられるようにな

り、5   6年に大流行を起したことが注目された。 5  7年はその名残りとして、春

に小規模の発生をみた。都内の発生は、1 定点当り、年間報告数でみると、5   3

年5. 2 、5    4年1 1.0 、5  5 年2 6. 5と増加して行き、5   6年に3 8.4 とピーク

に達し、5  7 年は6.1 の発生に留まっている。季節的には1 年の前半に多く、夏

になると減少する。流行するときは、秋から少しずつ増加し、翌年の春に続くと

いう形をとっている。5   7年は、前半に多少の発生があったが、夏に減少し、以

後はごく少数の発生が続いている。

罹患年令は小学校1 -  2 年がピ ークである。

剛 風疹 第3 図一帥 第4 図 一鼎

5  6年からの全国流行は2 年目の5   7年には前年を大きく上廻る流行と左った。

これまでの東京都の流行は、昭和3   4、4   0、5   0年と、6-10 年間隔では

じまり、いずれも5-6 月にピークとなる患者発生がそ れぞれ3 年続き、2 年

目のピ ークがいちばん高いというきまったバタ- ンを示している。今回の流行も

同様で、5 6 年す々わち、6 年目にはじまっており、5   6年の6 月第2 週にピー

クとなった発生は、秋には減少したが、10 月を最低として1 1 月から増えはじ

め、5  7 年に続いた。 5 7 年は1 月はじめから、かなりの発生があったが、2 月

終りからとくに増えはじめ、5 月中旬、第1   9週にピークとなった後、前年と同

様に、夏に急激に減少した。 1  0月に最低と々つたが、11-12 月にかけて、

わずかの増加傾向がみられて訟り、5   8年の流行(3 年目) は小さ々山に留まる

であろうが、ある程度の発生があると予測されている。

罹患年令は4 才~小学校1-2 年が多かった。小学校高学年以上は、50-

5  2年の流行の際に免疫をもったものがか友りあるためであろう。

㈲ 溶連菌感染症  第3 図一-ai) 第4 図 一㈲

5  4年の中途から本サーペイランスの対象疾病にとりあげられたものであるが、

1 定点当り年間報告数は、5  4年1 9. 3 (  1年に補正)5  5 年1 4.8 、5   6年



1   4. 8、5  7 年1 8.1 とあまり違わない。溶連菌感染症は種々の病型を示すが、

発疹の有無についてみると、5  5年7 8. 3 * 、5   6年7 7.0  必、5  7年7 2.0  叱

(9  5  6 例中6  8 8 例) と約子が発疹を伴うものであった。季節的には、8 月に

少なくなり、11-12 月に幾分多いが、年間を通じてみられている。

罹患年令は、4-5 才から小学校低学年に多い。

㈲ 手足口病  第3 図一㈲ 第4 図一㈲

昭和5 3 年に本サーペイランスがはじまってからの勧きをみると、5  3 年は1

定点当り年間報告数5 9. 2 と犬きな流行であり、全国的にも大きな流行でエンテ

ロウイルス7  1型によるものであったが、5   4年、5  5年はコクサキ-  A 1  6型

の流行で、都内の発生は1 定点肖りそれぞれ2 1.7 、3 4. 2であった。5   6年は

都内は1 1. 9と少々かったが、都内のウイルス分離成績は明らかではない。全国

的には5  6 年は患者発生は少々かったが、手足口病のウイルスはコクサキーA

1  6型が多く、エンテロ7    1型も認められている。注目されたのは、島根県から

コクサキーA10 型がとれたことである。コクサキーA  1   0は、世界ではじめて

の手足口病の報告でみられたウイルスで、その後の各地の流行から分離されてい

たものであるが、わが国では最初の2 例の報告がCA10 であった以後は知られ

てい々かったものである。しかし、その後は、本年もC  A 1 0 型は分離されてい

ない。昭和5   7年の流行は、はじめ、C  A  1 6 型であったが、E  7 1 型が加わ^ 、

2 種類の混合流行と左った。そのために、流行のピ-  クを過ぎても、低下の傾向

が著るしくなく、長びいた形となった。

罹患年令は1  -  2 才にピークを示している。

㈲ 川崎病  第3 図一㈲ 第4 図-(14)

感染症であるかどうか議論の多いところであるが、都のサーベイランスでは

5 4 年以来、その他の疾病の左かで、とくに川崎病をとりあげ、診療した場合に

は報告を求めてきたところである。昨年までは10 数例に留まっていたが、5 7

年は12  2 例と急激々増加をみた。1 定点当りの年間報告数も5  6 年の0. 6 に対

し、5   7年は2.3 と約4 倍の数字がでている。 5  7年の発生は4-6 月に多かっ



た。川崎病の実態は入院患者の集計が望ましいとも考えられるが、多発の情報を

速やかに知る上では、サーベイラy スの対象疾病に含める意義はあろう。

罹患年令はO 才、1 才で5   0%.     0-2 才で約
子
を占めている。

(回 ヘルパンギーナ  第3 図一㈲ 第4 図一㈲

本症は、以前からその他の疾病に含めて報告されることが多かったもので、モ

の他の疾病のうちの大部分を占めていた疾病である。今年度から対象疾病に含め

たものであるが、その報告数は、1 定点当り年間報告でみると5   4-56 年は

3 6.0~5 5.  3であったのに対し5  7 年は5 7.0 であった。このことは、その他

の疾病に含まれていた時期にも、よく報告されたものであることがうかがえる。

ヘルパンギーナの病原はコクサキーA 群が主体であるが、病原微生物検出情報

によると、全国的にみて、5 7 年はコクサキーA 群3  、4 、8 型が多く、5 6 年

に多かっ牝A  1 0  、5  、6 型は減少している。

罹患年令は1 才がピークで、0-4 才で約7  8% を占める。

帥 異型肺炎  第3 図一㈲ mi 図一㈲

新たに対象疾病に含まれるようになったものである。昨年まではその他の疾病

に含めて報告されていたが、その報告は。よく行われていたようである。特に大

き々流行はみられてい左い。異型肺炎の大部分はマイコプラスマ肺炎と考えられ

るが、マイコプラスマ感染を確認するには検査の日時を要するので、速やか々情

報を得るためには、当初に診たときの診断として異型肺炎という病名をとるのが

適当と考えられたものである。季節的には、秋一冬、春に多い傾向もうかがえる

が、最近の状況では、それほど明らか々差異はない。

罹患年令は3-8 才が多い傾向ではあるが全年令にわたってみられ.    1  5才以

上も1 2. 4 % にみられている。

㈲ 咽頭結膜熱  第3 図一(16) 第4 図一㈲

昨年はその他の疾病として.18  3 例の咽頭結膜熱が報告され.   7月~9 月に:

多かった。本年から対 象疾病にあげられ、患者定点釦よび眼科定点から報告され



るように々つた。5   7年の総報告数は10  4 例であったが、このうち眼科定点か

らの報告は5 例のみである。本症は眼科よりも小児科受診の機会が多いものと判

断される。季節別には5   6年にみられたような夏に多い傾向は、5   7年には、全

くみられてい々い。

罹患年令は1-7 才が大部分で.    4才にピークがある。

㈲ 流行性角結膜炎  第3 図一㈲ 第4 図 一㈲

本年から眼科定点から報告されるように々つたものである。季節的には4-7

月に多い。罹患年令は、1   5才以上が6 7.8  * を占めている。

㈲ 急性出血性結膜炎  第3 図一㈲ 第4 図一㈲

これも本年から眼科定点から報告されるように々つたものであるが、その発生

状況は、小地域での急激な発生をとるものが多く、そのため、鋭いピークをもっ

た発生がみられている。李節的には春から夏に多い。

罹患年令は、1  5才以上が7 7.9  * を占め、それ以下の年令でも. 学童以上が

多い。

徊 髄膜炎、脳・脊髄炎  第3 図 一㈲ 第4 図一(20) (21) (22)

これらは、病院定点からの報告なので、次項で述べる。

3. 病院定点からの報告   第1  0 表(l)-(7)

感染症がどの程度発生したかという点は患者定点からの情報で知ることができ

るが、その被害がどの程度であるかという点は、感染症入院患者の情報を知る必

要がある。こういう観点から、都サーベイランスでは昨年まで都立荏原軸よび墨

東病院の感染症入院患児の集計を行ってきたところである。

厚生省サーベイランスでは、感染症による障害のうち、重篤な後遺症を残しや

すい神経系感染症々いし合併症に注目し、細菌性髄膜炎、無菌性髄膜炎釦よび脳

・脊髄炎を対象疾病にとりあげ、病院定点からの報告を求めることとしたもので

ある。



病院定点からの報告によると、無菌性髄膜炎はムンプスによるものが1 5 例と多く、

検査を行ったうちからコクサキ-B 群3 型が3 例検出されている。 急性脳・脊髄炎で

は、流行を反映して風疹によるものが多く、麻疹、水痘の順に左っている。

その他の疾病では、川崎病が6 病院定点で15  4 例が認められたことは注目さ

れる。肺炎は、麻疹、百日咳等の感染症によるものが2   5 タ＼＼.異型肺炎が2   5例、

気管支肺炎2  0 例が認められている。ムンプスに よる畢丸炎が^ 例あった。

下痢症では乳児嘔吐下痢症入院例が1  0  4 例. サルモネラによる腸炎2  3 例、

キャンピロ・゙ 夕タ- 腸炎が3  8 例認められている。

髄膜炎、脳・脊髄炎の罹患年令では、無菌性髄膜炎は全年令にわたり、1   5才

以上が3 1. 5 価あり、脳・脊髄炎でも5 7. 9 俤が1   5才以上であった。

10. 検査データ ( 第1 1 表)

定点からの検査資料に より病原検索を行っているが. まだ、十分友成果をあげ

るには至ってい々い。これまでの検査結果一覧を表示する。な釦、現在病院6  .

眼科4 の検査定点が設置されている。

11. 厚生省感染症サーペイランス 第5 図一(1)~(7)

参考として、昭和5  6 年7 月~5  7 年1  2月までの全国平均( 一定点当り週別

報告数の推移) を図示した。
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44 1031 ―11. 6 53 1 62 31 44 2 25 70 18V 4 2 2 18 26 0 14 5 3 6 0 0 3 0 2 507

45 11. 7-11.13 53 2 60 40 46 2 35 75 227 10 6 5 21 34 1 6 2 2 16 1 1 2 2

0

1

0

597
- ---
68446 11.14-11.20 53 3 68 28 61 1 47 101 273 9 4 4 27 32 2 4 2 3 12 1 0 2

47 1121 ―1157 53 3 93 45 55 10 33 126 255 15 8 5 26 28 0 18 4 1 9 0 0 1 0 4 739

48 1128-12.  4 53 1 99 53 49 1 36 133 307 5 7 8 35 19 0 6 6 0 11 0 0 2 0 3 781

49 12. 5-12.11 53 5 84 44 53 2 27 167 371 6 0 3 27 20 1 20 7 3 4 0 1 0 0 3 848

50 12.12-12.18 53 5 105 38 42 3 35 167 498 8 1 4 34 21 2 13 6 0 4 3 0 0 0 2 991

51 12.19-1225 53 6 131 37 52 1 33 178 520 21 3 2 42 16 4 11 8 1 5 2 0 0 0 0 1,073

52 1226- 1. 1 53 10 104 34 32 6 32 134 342 7 0 2 26 10 0 3 4 3 2 1 0 0 0 4 756

計
57. 1. 3
~58.   1.   1

2,744 565 3,6902,7552,714 238 U3?9 3,96510825 478 324 102S8 956 2,317 122 3,012 137 104 621 393 10 54 19 88 55.024



第3 表 昭和5 7 年東京都感染症サ ーベイランス、疾病別、月別報告書

週

月

期 間

患平
者

定
点

数均

(週)

(1)

麻

疹

(2)

水

痘

(3)

ム

ン

プ

ス

(4)

突
発
性

発

疹

(5)

百

日

咳

(6)

町

7
疾う

患ザ

(7)

争

ぶ

症児

(8)

釘

於

(9)

不

明
発

疹
症

㈲

伝
染
性

紅

斑

剛

風

疹

㈲

感溶

染連

症菌

as

手

足

口

病

㈲

川

崎

病

㈲

ヘで?

ず

ナ

(16)

異

型

肺

炎

㈲

咽
頭

結

膜
熱

㈲
ぎ回

(19)

結急
性

膜出

血
炎性

剛

髄楸

膜菌

炎性

剛

髄無

膜菌

炎性

(22)

脳

脊

髄

炎

皺

そ

の

他

計

〃

1 1 W 1.  3- 1.30
4W

5 2.5

(4)
47 398 357 188 13 940 746 1,522 36 47 291 85 6 7 7 12 16 30 7 0 4 3 2 4,764

2
a こ1.31- 227 5 3.0

(4)
27 328 211 201 11 8,082 592 1,366 48 54 543 83 1 7 11 7 13 15 6 1 5 1 7 11,620

3
l

i こ 228-
 4. 3
5 3.0

(5)
88 438 328 262 20 1,557 320 967 31 55 1,960 94 11 11 12 20 16 46 60 0 4 3 6 6,309

4
:} ぎ 4.

 4- 5. 1
5 2.5

(4)
116 380 211 214 16 118 145 539 31 17 2,317 50 8 23 27 6 3 71 90 0 3 1 2 4,388

5 '? ぎ5.2- 5.29
5 3.0

(4)
no 375 229 234 27 57 146 482 45 27 2,480 78 36 22 107 3 7 76 33 0 4 4 9 4,591

6 jj ミ
フ 5.30- 7.

 3
5 3.0

(5)
82 395 376 268 26 78 180 703 34 30 1,820 98 438 18 1,088 8 14 89 133 6 3 4 6 5,897

7 ズ5
こ 7.
 4- 731

5 3.0

(4)
23 227 268 232 19 49 153 464 50 37 625 64 602 6 1,059 5 8 82 19 0 7 1 13 4,013

8 sタぎ-
5 1.0

(4)
16 103 170 190 20 28 116 414 27 15 148 33 390 7 324 10 1 49 28 1 7 0 7 2,104

9
3  9'

こ'''-''.' 5 3.0

(4)
10 91 132 262 36 61 213 729 49 6 29 47 438 7 200 10 8 47 9 0 3 0 8 2,395

10
:1 こ10.3-10.30 5  3.0

(4)
10 149 123 229 22 106 203 659 42 5 10 68 181 4 82 12 2 47 0 0  4 0 9 1,967

11
: ツ;;10.31-11.27 5 3.0

(4)
9 283 144 206 15 140 372 942 38 20 16 92 120 3 42 13 9 43 2 1  8 2 7 2,527

1 2 48W 1. 1
5 3.0

(5)
27 523 206 228 13 163 779 2,038 47 11 19 164 86 7 53 31 7 26 6 1 2 0 12 4,449

計
5

ンじ 1. 3
‾1. 1

5 2.8

CRo^
565 3,690 2,755 2,714 238 11,379 3,965 10,825 478 324 10,258 956 2,317 122 3,012 137 104 621 393 10 54 19 88 55,024

I

眼科定点 6

病院定点 6



週 時  間

赤
 
 
 
 
痢

腸

チ

フ

ス

パ
ラ
チ

フ

ス

し
ょ
う
紅

熱

ジ
フ
テ
リ

ア

流
 
 
 
 
脳

日
 
 
 
 
 

むｇ

急
 
 
 
 
灰

コ
 
 
レ
 
 

ラ

計 備        考

1

ll 1.1- 1.  9 14 4 18

2^

3 1.10- 1.16 8 11 19

4 1.17- 1.23 6 3 9

5 1.24- 1.30 5 1 7 1 14

2

6 1.31- 2.  6 1 6 7

7 2. 7- 2.13 2 1 5 8

8 2.14- 2.20 8 1 5 14

9 221- 2.27 5 4 9

3

10 228- 3.  6 2 1 5 1 9

11 3. 7- 3.13 6 4 10

12 3.14 - 3.20 3 3

13 321 - 3.27 3・ 4 7

14 328- 4.  3 5 1 1 7

4

15 4. 4- 4.10 3 1 2 i(疑 7

16 4.11- 4.17 6 1 1 5 13

17 4.18- 4.24 8 1 6 1(疑) 16

18 4.25- 5.   1 6 1 7

5

19 5. 2- 5.  8 4 1 1 3 1 10

20 5. 9- 5.15 13 1 3 17

21 5.16 - 5.22 4 5 9

22 5.23- 5.29 3 1 4 1(疑) 9

6

23 5.30- 6.  5 11 1 2 14

24 6. 6- 6.12 11 1
1木
13 *5/16 発生分

25 6.13- 6.19 3 3 6

26 6.20- 6.26 5 1 3 9

27 6.27- 7.  3 6 2 1 9

7

28 7. 4- 7.10 2 2

29 7.11- 7.17 3 2 4 9

30 7.18- 7.24 6 l 1 8

31 7.25- 7.31 3 1 3 4 11

8

32 8.1- 8.  7 7 5 12

33 8.8- 8.14 17 1 10 28

34 8.15- 8.21 9 2 1 1 13

35 822- 8.28 13 2 2 2 19

9

36 8.29- 9.  4 21 1 1 23

37 9. 5- 9.11 16 2 18

38 9.12 - 9.18 *4
4 このうち1 件からコレラ菌が検出された

39 9.19- 9.25 9 2 2 3 16

40 9.26-10.  2 4 1 4 1 服 10

10

41 10. 3 -10. 9 9 1 1 5 16

42 10.10-10.16 4 1 1 3 9

43 10.17 -10.23 5 4 9

44 10.24-10.30 3 1 1 5

11

45 10.31 -11. 6 3 1 1 2 7

46 11. 7-11.13 9 2 1 6 2 20

47 11.14-11.20 3 2 5

48 11.21-11.27 1 2 1 14 18

12

49 11.28-12.  4 3 6 9

50 12. 5-12.11 4 1 9 14

51 12.12-12.18 3 6 9

52.3 12.19-12.31 18 2 7 1 28

計 1. 1~12.31 330 26 41 186 2 1 瘤 0 | 595

昭和56 年・ 計 328 33 28 344 6 4 曖 0 順 749



第5 表 昭和5  7 年東京都伝染病月別発生状況

月 期   間
O  は週

赤
 
 
 
 
痢

9 
チ

フ

ス

パ
ラ
チ

フ

ス

し

ょ
う

紅
熱

ジ
フ
テ

リ

ア

流
 
 
 
 
脳

日
 
 
 
 

ぼ月

急
 
 
 
 
灰

コ
 
 

レ
 
 
ラ

計

1
1.1(1)

-1.30(5)
33 1 25 1 60

2
1.31(6)

-227(9)
16 1 1 20 38

3
2.28(10)

-4.3(14)
19 2 1 13 1 36

4
4.4(15)

-5.1(18)
23 2 2 14 2柵2 43

5
5.2(19)

-5.29(22)
24 1 3 15 1 1 疑 45

6
5.30(23)

-7.3(27)
36 1 3 10 1 51

7
7.4(28)

-7.31(31)
14 1 6 9 30

8
8.1(32)

-8.28(35)
46 3 14 8 1 72

9
8.29(36)

-10.2(40)
54 4 5 7 1 保 71

1 0
10.3(41)

-10.30(44)
21 3 2 13 39

1 1
10.31(45)

-11.27(48)
16 5 3 24 2 50

1 2
11.28(49)

-12.31(53)
28 3 28 1真 60

計
1.1(1)

-12.31(53)
330 26 41 186 2 1 癈 0

患4
7 疑2
保1
595



第6 表 ブロ ■J ク別疾病別報告数

第1 週~ 第5  2 週 調査期間 5  7 年1 月3 日( 日)~5  8/1 月1 日( 土)

疾 病 名 剛
 

麻
 
 
 
 

疹

咄
 

水
 
 
 
 

痘

卯
 

ム
 
ン

ブ
 
ス

㈲
 

突
発
性

発

疹

’

㈲
 

百
 

日
 

咳

ド
 

イ
ン
フ
ルェ
ン
ザ
様

缶
 

疾
 
 
 
 

患

ｊ
 

乳

児

嘔

吐

に
 

下
 

痢
 

症

Ｊ

匹
5
 一
訃

ぃ

㈲
 

不

明

発
疹

症

㈲
 

伝
染

性
紅

斑

卯
 

風
 
 
 
 

疹

ヵ
 

溶
 

連
 

菌

Ｕ
 

感
 

染
 

症

㈲
 

手

足

口

病

㈲
 

川
 

崎
 

病

㈲
 
 
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

旧
 

異

型

肺

炎

㈲
 

咽

頭

結
膜

熱

Ｓ
 

流
 

行
 

性

０
 

角

結

膜

炎

９
 

急
性

出
血

性

ａ
 

結
 

膜
 

炎

‐

珈
皿

皿

“”
 
無
 

菌
 

性

ｅ
 

髄
 

膜
 

炎

吻
 

脳

・
脊

髄

炎

叫
 

そ
 

の
 

他

計

患
 
 

者
 
 

定
 
 
点

中  央 サ) 36 449 135 445 29 386 235 373 86 45 936 243 330 31 273 37 11 1 2 4,083

江  東 1 1 93 1,045 690 669 89 1,770 995 2a76 87 96 3)30 236 587 35 826 36 15 27 12,502

城  西 10 67 448 381 415 7 2208 564 2β72 108 45 1JD30 98 258 15 507 10 10 35 8,778

城  南 4 37 286 135 157 5 513 329 998 27 18 442 41 135 5 145 1 3,274

城  北 6 53 343 422 332 26 1β87 820 1395 86 29 904 109 278 5 202 37 2 12 6,642

市町村部 1 4 279 1,119 992 696 82 4915 1,022 3311 84 91 3β16 229 729 31 1,059 16 61 10 18,642

-

病院定点 6 10 54 19 2 85

眼科定点 6 5 621 392 1,018

727 1588 91 1,953 121 43 480 364 10 54 19 78 36,212区 部 計 5 0 286 2,571 1,763 2,018 156 6464 2,943 7514 394 233 6342

市町村部計 1 5 279 1,119 992 696 82 4915 1,022 3311 84 91 3^6 229 729 31 1,059 16 61 141 29 10 18,812

956 2317 122 3,012 137 104 621 393 10 54 19 88 55,024総  計 6 5 565 3,690 2,755 2,714 238 11379 3,965 10β25 478 324 10258

* 定点数は患者定点, 眼科定点。病院定点の合計である。



第7 表 ブロック別疾病別1 定点当り報告数

第1  W  (5 7.1.3   ) 一第5   2W  (5 8.  1. 1  )

ブ
 

ロ
 
ッ
 
ク
 
別

平

均

報
告

定
点

数

田
 

麻
 
 
 
 
疹

②
 

水
 
 
 
 
痘

③
 

ム
 
ン

プ
 
ス

㈲
 

突

発
性
発

疹

㈲
 

百
 

日
 

咳

ｊ
 
 
イ

ン
フ
ル
ェ
ン
ザ

怖
 

様
 

疾
 

患

ｊ
 

乳
 
 
 
 

児

に
 

嘔

吐
下

痢

症

ｊ
 

剛

以

外

の

侶
 

感
染
性
下
痢
症

剛
 

不
明

発
疹

症

帥
 

伝

染
性

紅

斑

冊
 

風
 
 
 
 

疹

ｊ
 

溶
 

連
 

菌

Ｕ
 

感
 

染
 

症

㈲
 

手

足

口

病

㈲
 

川
 

崎
 

病

㈲
 
 
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

㈲
 

異

型

肺

炎

㈲
 

咽
頭

結

膜
熱

剛
 

流
 

行
 

性

０
 

角

結

膜

炎

剛
 

急
性

出

血
性

０
 

結
 

膜
 

炎

滅
珈
皿

作

Ｄ
 

無
 

菌
 

性

ｅ
 

骨
 

髄
 

炎

吻
 

脳
・
脊

髄

炎

圀
 

そ
 

の
 

他

計

中  央
*7.96

4.52 56.40 16.96 55.90 3.64 48.49 29.52 46.86 10.80 5.65117.59 30.53 41.46 3.89 34.30 4.65 1.38 0.13 025 512.93

江  東 10.98 8.47 95.17 62.84 60.93 8.11 161.20 90.62 198.18 7.92 8.74275.96 21.49 53.46 3.19 75.23 3.28 1.37 2.461,138.61

城  西 9.92 6.75 45.16 38.41 41.83 0.71 222.58 56.85 259.27 10.89 4.54103.83 9.88 26.01 1.51 51.11 1.01 1.01 353 884.88

城  南 4.00 9.25 71.50 33.75 3925 1.25 128.25 8225 249.50 6.75 4.50110.50 10.25 33.75 1.25 36.25 0.25 818.50

城  北 5.98 8.86 57.36 70.57 55.52 4.35 265.38 137.12 233.28 14.38 4.85151.17 18.23 46.49 0.84 33.78 6.19 0.33 2.01 1,110.70

市町村部 13.92 20.04 80.39 71.26 50.00 5.89 353.09 73.42 237.86 6.03 6.54 281.32 16.45 5237 223 76.08 1.15 4.38 0.721,339.22

-

病院定点 6 1.67 9.00 3.17 0.33 14.17

眼科定点 6 0.83 103.50 65.33 169.67

区 部

計 ニ 7.36 66.19 45.39 51.96 4.02 166.43 75.77 193.46 10.14 6.0016329 18.72 40.89 2.34 50.28 3.12 0.98 96.00 72.80 1.67 9.00 3.17 1.74 726.57

市町村部

計

13.92

眼l
20.04 80.39 71.26 50.00 5.89 353.09 73.42 237.86 6.03 6.54 281.32 16.45 5237 223 76.08 1.15 4.38 141.00 29.00 0.72l,2e).85

総  計
器

或R

10.71 69.93 52.21 51.43 4.51 215.63 75.14 205.14 9.06 6.14 194.39 18.12 43.91 2.31 57.08 2.60 1.76 103.50 65.50 1.67 9.00 3.17 1.50 849.53

* 患者定点で、休診を除いた週平均定点数



第8  表 年度別1 定点当り平均年間報告数訟よび平均1 週当り報告数

年   度

平
均

定
点

数

麻
 
 
 
 
疹

水
 
 
 
 
痘

ム
 
ン
 
プ
 
ス

突
発
性

発
疹

百
 

日
 

咳

イ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ

様
 

疾
 

患

乳
 
 
 
 
児

嘔
吐
下

痢
症

そ

の

他

の

感
染
性
下
痢
症

不
明

発
疹

症

伝
染
性
紅

斑

風
 
 
 
 
疹

溶
 

連
 

菌

感
 

染
 

症

手

足

口

病

川
 

崎
 

病

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

異

型

肺

炎

咽
頭

結

膜
熱

一

定

点

当

り

年

間

報

告

数

一
週
当
り
報
告
数
(
一
定
点
当
り
)

5 3 368 6 2.5 80.6 4 2.9 4 5.4 5.5 272.4
木
242.7 13.2 5.2 - - 59.2

54 39.7 24.1 109.1 9 4.5 45.6 7.5 105.5 (3.7)
本
269.5 14.2 11.0 1.2 19.3 21.7 (0.35) (47.6) (25) (0.8

5 5 4 23 8.1 69.6 2 6.8 44.0 4.0 188.5 (3.8)
木
319.9 9.6 26.5 1.8 14.8 34.2 皿6    ) (55.3) (6.7) (1.5

56 4 5.4 27.4 108.6 7  3.3 4 2.4 2.9 109.5 (    3.3)
本
287.2 7.6 38.4 53.6 14.8 11.9 (0.6    ) (36.0) (2.4) (4.0

5 7 5 28 10.7 69.9 5 2.2 51.4 4.5 215.5 7 5.1 205.0 9.1 6.1 194.3 18.1 43.9 2.3 57.0 2.6 2.0

5 3-57 平均 4 3.4 26.6 87.6 5 7.9 45.8 4.9 178.3 10.7 17.4 62.7 16.8 34.2

5 3 1.20 1.55 0.83 0.87 0.11 5.23
木
4.67 0.25 0.10 - - 1.14

54 0.46 2.10 1.82 0.88 0.14 2.03 (O,07)

*

5.18 0.27 0.21 0.02 0.37 0.42 (0.01) (0.92) (0.05) (0.02:

5 5 0.16 1.34 0.52 0.85 0.08 3.65 (0.07)

*

6.15 0.18 0.51 0.03 0.28 0.66 (0.01) (1.06) (0.13) (0.03:;

5 6 0.53 2.09 1.41 0.82 0.06 2.11 (0.06)

*

5.52 0.15 0.74 1.03 0.28 0.23 (0.01) (0.69) (0.05) (o.o8;i

5 7 0.21 1.34 1.00 0.99 0.09 4.14 1.44 3.94 0.17 0.12 3.74 0.34 0.84 0.04 1.10 0.05 0.04

5 3-57 平均 0.51 1.68 l.U 0.88 0.09 3.42 0.20 0.33 1.21 0.32 0.65

木5 3-56 年は胃腸症状を主徴とする感冒様疾患

( ) は当時対象疾病としてあげられてい友かった力聡 その他の疾病として報告されたもの。



第1 図 昭和5 3-57 半の
1 定点当夕年間報告数
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第2 図 ムンプス 東京都サーベイランス

月平均1 定点当り1 週当よ)報告数



第3 図 各疾病の1 定点当り週別発生数の推移(5 6,      5 7年)

第3 図-(1) 麻 疹

第3 図う2) 水 痘



第3 図一(3) ムンプス

第3 図-(4) 突発性発疹



第3 図-(5) 百日咳

第3 図-(6) インフルエッザ



第3 図-(7) 乳児嘔吐下痢症

第3 図-18) その他の感染性下痢症

5 6年は感冒性冑腸炎



第3 図-(9) 伝染性紅斑

第3 図一帥 風 疹



第3 図一(11) 溶連菌感染症

第3 図一(12) 手足口病



第3 図一(13) 川崎病

第s 図 一(14)

ヘルパンギーナ



第3 図一(15) 異型肺炎

第3 図一(16) 咽頭結膜熱



第3 図一(17) 流行性角結膜炎

第3 図一(18) 急性出血性結膜炎



第3 図 一(19)

髄膜炎, 脳・脊髄炎

sa訓主貿岐炎

艶酋性詣 賤炎

Kii・脊偏支



よミ O 才 1 才 2 才 3 才 4 才 5 才 6-7 才 8-9 才
10-11

才

12-14

才

15 才

以 上
計

(1)麻    疹
51

9.0

1 37

2 4.2

65

11.5

7 4

13.1

48

8.5

50

8.8

73

12.9

34

6.0

24

4.2

9

1.6
565

(2)水    痘
196

5.3

379

10.3

470

12.7

520

14.1

594

16.1

596

16.2

560

15.2

205

5.5

99

2.7

39

1.0

32

0.9
3,6 9 0

(3)ム ン プ ス
24

0.9

1 12

4.1

247

9.0

367

13.3

557

20.2

556

20.2

525

19.0

212

7.7

7 6

2.7

25

0.9

54

2.0
2,7 5 5

(4)突 発 性 発 疹
2,3 7 7

87.6

304

11.2

18

0.7

7

0.3

1

0.0 3

4

0.1

1

0.0 3

2

0.1
2,7 14

(5)百  日  咳
60

2 5.2

84

3 5.3

4 7

19.7

11

4.6

6

2.5

5

2.1

9

3.8

4

1.7

3

1.3

3

1.3

6

2.5
238

↓yフ;゙ズ; 206
1.8

458

4.0

636

5.6

776

6.8

888

7.8

1,18  5

10.4

1,8 6 0

16.3

1,2 9 5

11.4

971

8.5

724

6.4

2,3 8 0

20.9
11,3  7 9

(7)で 児
痢

嘔 言 1,7 6 7

4 4.6

1,8 5 6

46.8

325

8.2

6

0.2

2

0.1

4

0.1

3

0.1

1

0.0 3

1

0.0 3
3,9 6 5

,1) 以 外の
R
感染性下痢症

250

2.3

458

4.2

1.0 3 0

9.5

1,3 0 3

12.0

1,2 9 0

11.9

1.0 9 2

10.1

1,5 2 2

14.1

1,10 8

10.2

761

7.0

537

5.0

1,4 7 4

13.6
10,8  2 5

(9)不 明 発 疹 症
83

17.4

79

16.5

53

1 1.1

4 1

8.6

31

6.5

35

7.3

58

12.1

28

5.9

20

4.2

14

2.9

36

7.5
478

帥 伝 染 性 紅 斑
7

2.2

8

2.5

24

7.4

29

9.0

32

9.9

45

13.9

89

2  7.5

51

15.7

27

8.3

10

3.1

2

0.6
324

剛 風    疹
131

1.3

377

3.7

536

5.2

789

7.7

1,16 7

11.4

1,4 6 8

14.3

2,4 12

2  3.5

1,6 7 5

16.3

738

7.2

318

3.1

647

6.3
10,2  5 8

口 溶連菌感染症
3

0.3

19

2.0

79

8.3

82

8.6

169

17.7

181

18.9

212

22.2

100

10.4

54

5.6

16

1.7

4 1

4.3
956

u 手 足 口 病
165

7.1

554

2  3.9

469

2  0.3

369

15.9

278

12.0

1 87

8.1

190

8.2

54

2.3

31

1.3

4

0.2

16

0.7
2,3 17

回 川 崎  病
31

2 5.4

30

2 4.6

28

2  3.0

11

9.0

11

9.0

5

4.1

2

1.6

1

0.8

2

1.6

1

0.8
122  I

回 ヘルパンギーナ
357

11.9

699

2 3.2

55  5

18.4

432

14.3

304

10.1

252

8.4

213

7.1

93

3.1

49

1.6

19

0.6

39

1.3
3,0 12

冊 異 型 肺 炎
5

3.6

7

5.1

11

8.0

23

16.8

18

13.1

14

10.2

22

16.1

12

8.8

5

3.6

3

2.2

17

12.4
137

(17)D|S1頭 結 膜 熱
4

3.8

17

16.3

14

13.5

12

11.5

23

2 2.1

8

7.7

14

13.5

2

1.9

3

2.9

2

1.9

5

4.8
104

流  行 性
冊
角 結 膜 炎

20

3.2

25

4.0

19

3.1

7

1.1

22

3.5

10

1.6

25

4.0

26

4.2

23

3.7

23

3.7

421

6 7.8
621

急 性 出 血 性
0
結  膜 炎

2

0.5

2

0.5

2

0.5

4

1.0

2

0.5

5

1.3

18

4.6

15

3.8

20

5.1

17

4.3

306

7 7.9
393

因 細菌性髄膜炎
4

40

1

10

1

10

1

10

1

10

2

20
10

臼 無菌性 髄膜炎
7

13.0

1

1.9

2

3.7

2

3.7

5

9.3

5

9.3

4

7.4

6

11.1

1

1.9

4

7.4

17

31.5
54

励脳 ・ 脊 髄 炎
2

10.5

2

10.5

3

15.8

1

5.3

11

5 7.9
19

臼 そ の 他
2

2.3

16

18.2

6

6.8

8

9.1

5

5.7

6

6.8

4

4.5

3

3.4

4

4.5

3

3.4

31

3 5.2
88



第4 図 罹患年令

第4 図一(1) 麻 疹 5  6 5例

第4 図-(2) 水 痘  3,6  9 0例

第4 図-(3) ムンプス 2,7  5 5例



第4 図-(4) 突発性発疹 2,7 1 4 例

第4 図一(5) 百日咳 238 例



第4 図-(6) インフルエンザ様疾患 11,3 7 9例

第4 図一(7) 乳児嘔吐下痢症 3.9  6 5例

第4 図-(8)(7) 以外の感染性下痢症 10,8  25例



第4 図-(9) 不明発疹症 478 例

第4 図一礦 伝染性紅斑 3  2 4例

第4 図一(11) 風 疹 1  0.2 5 8例



第4 図-  (12) 溶連菌感染症 9  5 6 例

第4 図一(13) 手足口病 2,317 例

第4 図一(14) 川崎病 122  例



第4 図一(15) ヘルパンギーナ 3,0  12例

第4 図一(16) 異型肺炎 137 例

第4 図- (17) 咽頭結膜熱 104 例



第4 図一(18) 流行性 角結膜炎 621 例

第4 図一(19) 急性出血性結膜炎 393 例



第4 図-  (20) 細菌性髄膜炎 10 漸

第4 図一(21) 無菌性髄膜炎 54 例

第4 図一(22) 脳・脊髄炎 19 例





第1  0表-(1) 昭和5   7年 小 児 ・ 感染 症 の 入 院 状 況(1  ~ 1 2月分)

病院別
都立駒込病 院 都立墨 東病院 都立荏原病 院 都立豊島病院 東京逓信病 院 済生会中央病院 計

疾病別

髄  膜  炎 9 8 4 1 8 3 4 4 6

( 麻   疹)

( 水   痘) (2) (2)

( ム ン プ ス) (8) (2) (5) (15  )

( 百 日 咳)

( 風   疹) (1) (1)

( 無 菌 性) (1) (5  ) (2) (8) (3) (2) (21  )

( 細 菌 性) (3) (2) (2  ) (7)

急性脳・脊髄炎 6 2 2 3 1 3

( 風   疹) (4) (1) (1) (2) (8)

( 麻   疹) (2) (1) (1) (4)

( 水   痘) (1) (1)

肺      炎 3 6 2 1 4 25

( 麻   疹) (1) (2) (1) (4) (8)

( 水   痘) (1) (4) (5)

( ム ン プ ス) l 1 (2) (3)

( 百 日 咳) (1) (4) (3) (8)

( 風   疹) (1)1 (1)

章  丸 炎 3 j j
( ム ン プ ス) g    (3) M (3)

急 性 腸 炎 3 0 11 1 5 1 4 6 1

( サ ルモネラ) (10  ) (2) (8) (3) (23)

( キ ャンピロ) (20) (9) (7  ) (1) (1) (38)

異 型 肺 炎 1 5 2 1 7 2 5

川  崎  病 22 44 3 1 3  4 9 1 4 15  4

乳児嘔吐下痢症 10 2 7 1 6 2  6 11 1 4 10  4

インフルェ ンザ 5 1 1 7

手 足 口 病 2 2 4

ヘ ルパ ンギーナ 1 1

B 型 肝 炎 6 4 1 0

気 管 支 肺 炎 1 8 2 20

流行性角結膜炎 1 1

計 1 1 3 84 8 1 9 7 4 2 5 7 4 7 4



第10 表-  (2) 昭和5  7年小児・感染症の入院状況(1  ~1 2月分)

都立駒込病院

月分
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

疾病別

髄   膜   炎 2 2 1 1 1 2 jj ,
( 麻   疹)

( 水   痘) 1

( ム ン7"    ス) (2) (2) (1) (1) (1) (1) (8)

(  百 日 咳)

( 風    疹)

( 無 菌 性) (1) (1)

( 細 菌 性)

急 性 脳 ・ 脊 髄 炎 1 1 3 1 6

( 風   疹) (3) (1) (4)

( 麻   疹) (1) (1) (2)

肺       炎 1 2 3

( 麻   疹) (1) (1)

( 水   痘) (1) (1)

( ム ン プ ス)

レ 百 日 咳) (1) 1 (1)

( 風   疹)

章  丸  炎 3 l l
( ム ン プ ス) (3) (3)

急 性 腸 炎 2 3 1 1 6 5 4 2 1 1 3 1 30

( サ ル モ ネ ラ) (2) (2) (1) (1) (1) (2) (1) (10)

( キ ャ ン ピ ロ ) (3) (1) (1) (4) (4) (3) (2) (1) (2) (20)

異 型 肺 炎 1 1

川   崎   病 1 3 6 8 2 1 1 22

乳 児 嘔 吐 下 痢 症 7 3 10

イ ン フ ル ェ ン ザ 5 5

B  型 肝 炎 1 1 1 2 1 6

気 管 支 肺 炎 7 3 2 4 2 18

計 17 14 10 16 22 11 6 5 4 2 3 3 113



第10 表-(3) 昭和5  7年小児・感染症の入院状況(1  ~ 1 2月分)

都 立墨 東 病 院

月 分
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

疾病別

髄   膜   炎 5 2 1 j ・
( 麻    疹)

( 水    痘) |
( ム ン プ ス) |
ト 百 日 咳)

( 風    疹)

( 無 菌 性) (2) (2) (1) (5)

( 細 菌 性) (3) (3)

急 性 脳 ・ 脊 髄 炎

|
|

肺       炎

( 麻    疹)

( 水    痘)

( ム ン プ ス)

( 百 日 咳)

( 風    疹)

異 型  肺  炎 2 1 2 | ,
川   崎   病 7 6 3 10 5 7 3 1 1 1 44

乳 児 嘔 吐 下 痢 症 5 3 3 1 1 14 27

計 12 9 6 12 5 1 2 1 5 3 2 1 16 84



第1  0表-(4)   昭和5  7年小児・感染症の入院状況(1  ~1 2 月分)

都立荏原病院

月分
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計疾病別

髄   膜  炎 1 1 1 1 4

( 麻    疹)

( 水    痘)

( ム ン プ ス) (1) (1) (2)

( 百 日  咳)

( 風    疹)

( 無 菌 性) (1) (1) (2)

( 細 菌 性)

急 性 脳 ・ 脊 髄 炎 1 1 2

( 風    疹) (1) (1)

( 麻    疹) (1) (1)

肺       炎 1 1 1 1 1 1 6

( 麻    疹) (1) (0 (2)

( 水    痘)

( ム ン プ ス)

( 百  日  咳) (1) (1) (1) (1) (4)

( 風    疹) W
急 性 腸 炎 1 3 2 2 1 2 1 1

( サ ル モ ネ ラ) (1) (1) (2)

( キ ャ ン ピ ロ) (1) (3) (1) (2) (2) (9)

異 型 肺 炎 2 2

川   崎   病 5 1 5 4 4 1 2 3 1 1 4 3 1

乳 児 嘔 吐 下 痢 症 2 9 2 1 1 1 1 6

手 足 口 病 1 1 2

B  型 肝 炎 1 1 1 1 4

気 管 支 肺 炎 2 2

流 行 性 角 結 膜 炎 1 1

計 7 12 9 6 5 6 8 6 5 7 7 3 8 1



表10 表-(5) 昭和5  7年小児・感染症の入院状況(1  ~1  2月分)

都立豊島病院

月分
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

疾病別

髄   膜   炎 1 2 2 1 2 1 1 2 2 2 2 1 8

( 麻    疹)

( 水    痘) (1) (1) (2)

( ム ン プ ス) (1) (1) (1) (1) (1) | (5)

( 百 日 咳)

( 風    疹) (1) (1)

( 無 菌 性) (1) (2) (2) (2) (1) (8)

( 細 菌 性) (1) (1) (2)

急 性 脳 ・ 脊 髄 炎 1 1 2

( 風    疹) (1) (1)

( 麻    疹) (1) (1)

肺       炎 1 1 2

( 麻    疹) (1) (1)

( 水    痘)

( ム ン プ ス) (1) (1)

( 百 日 咳)

( 風    疹)

急 性 腸 炎 1 2 2 2 2 4 1 1 1 5

( サ ル モ ネ ラ) (2) (1) (2) (1) (2) (8)

( キ ャ ン ピ ロ) (1) (1) (1) (2) (1) (1) (7)

川   崎   病 2 6 11 4 3 2 2 1 2 1 3 4

乳 児 嘔 吐 下 痢 症 2 5 5 2 1 1 1 1 8 2  6

計 7 1 0 13 17 9 5 5 8 4 4 3 12 9 7



第1  0 表-(6) 昭和5  7 年小児 ・感染症の入院状況(1  ~1  2 月分)

東京 逓信病院

月分
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

疾病別

髄   膜   炎 1 2 3

( 麻    疹)

( 水    痘)

( ム ン プ ス)

( 百 日 咳)

( 風    疹)

( 無 菌 性) (1) (2) (3)

( 細 菌 性)

急 性 脳 ・ 脊 髄 炎

肺       炎

( 麻    疹)

( 水    痘)

( ム ン プ ス)

( 百 日 咳)

( 風    疹)

急 性 腸 炎 1 1

( サ ル モ ネ ラ)

( キ ャ ン ピ ロ) (1) (1)

異 型 肺 炎 4 3 1 2 2 2 3 1 7

川   崎   病 3 2 1 1 2 9

乳 児 嘔 吐 下 痢 症 8 2 1 1 1

イ ン フ ル ェ ン ザ 1 1

計 12 8 1 0 0 2 3 3 1 4 4 4 4 2



第10  表-(7) 昭和5  7年小児・感染症の入院状況(   1 ~1 2 月分)

月 分
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

疾病別

髄   膜   炎 1 1 1 1 4

( 麻    疹)

( 水    痘)

( ム ン プ ス)

( 百 日 咳)

( 風    疹)

( 無 菌 性) (1) (1) (2)

( 細 菌 性) づ1) (1) (2)

急 性 脳 ・ 脊 髄 炎 2 1 3

( 風   疹) (1) (1) (2)

( 水    痘) (1) (1)

肺       炎 1 1 1 2 2 2 1 2 2 1 4

( 麻    疹) (1) (1) (1) (1) (4)

( 水    痘) (1) (1) (1) Ci) (4)

( ム ン プ ス) (I) (1) (2)

( 百 日  咳) (1) (1) (1) (3)

( 風    疹) (1) (1)

急 性 腸 炎 1 1 1 1 4

( サ ル モ ネ ラ) (1) (1) (1) | (3)

( キ ャ ン ピ ロ) (1) (1)

川   崎   病 3 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 4

乳 児 嘔 吐 下 痢 症 4 2 2 1 2 3 1 4

イ ン フ ル ェ ン ザ 1 1

手 足 口 病 1 1 2

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 1 1

計 9 5 6 4 5 4 5 4 1 2 3 6 5 7



第11 表 〔5  7年1 月~12 月分 〕東京都感染症定点 観測調査の検査定点採取検体の検査結果

(5  8.   3.   2 4 現 在)

採取年月 採 取 検 体 材 料 検    査    結    果 臨 床 診 断 名

1    (6件)

髄       液 5件 ウイルス分離(-) 5 件

眼 結 膜 ぬ ぐ い 液 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

2 (24 件)

髄       液 6 件 ウイルス分離(-) 6 件

鼻 咽 頭 ぬ ぐ い 液 2 件 ウイルス分離(-) 2 件

眼 結 膜 ぬ ぐ い 液 15 件 ウイルス分離(-) 13 件

アデ ノウイルス3 型

アデノウイルス5 型

1 件

1 件

流行性角結膜炎

咽 頭 結 膜 熱

ふ   ん   便 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

¬

3 (15 件)

髄       液 6 件
ウイルス分離 ト)

検 体 破 損

5 件

1 件

眼 結 膜 ぬ ぐ い 液 9 件 ウイ ルス分離 ト) 6 件

エンテロウイルス70

アデノウイルス3 型

2 件

1 件

急性出血性 結膜炎

流行性 角結膜炎

急性出血性 結膜炎

4 (13 件)

髄      液 4 件 ウイルス分離(-) 4 件

眼 結 膜 ぬ ぐ い 液 8件 ウイルス分離(-) 6 件 エンテロウイルス70 2 件 急性 出血性結膜炎

咽 頭 う が い 液 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

5 (20 件)

髄      液 4 件 ウィ ぶス分離ト) 1 4 件

鼻 咽 頭 ぬ ぐ い 液 2 件 ウイルス分離(-) 2 件

眼 結 膜 ぬ ぐ い 液 4件 ウイルス分離(-) 4 件
1
1

「

ふ   ん   便 3 件 ウイルス分離(-) 3 件

咽 頭t>  が い 液 2 件 ウイルス分離(-) 2 件

胸       腺 1 件 ウイルス分離ト) 1 件

腎 1 件 ウイルス分離 い) 1 件

肺 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

眼       球 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

水 庖 内 容 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

6

脳       液 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

髄      液 4 件 ウイルス分離(-) 4 件 l
1

眼 結 膜 ぬ ぐ い 液 9 件 ウイルス分離(-) 7 件 エンテロウイルス70

・
1
'  2 件

|

流行性角結膜炎

急性出血性結膜炎

肝 1 件 ウイルス分離(-) 1件
1
1

1

腎 1 件 ウイルス分離ト) 1 件



〔5  7年1 月~12 月〕東京都感染症定点観測調査の検査定点採取検体の検査結果

採取年月 採 取 検 体 材 料 検    査    結    果 臨 床 診 断 名

6 (21 件)

肺 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

1

1

1
自

ふ   ん  便 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

鼻 咽 頭 ぬ ぐ い 液 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

眼        脂 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

血       液 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

7 (22 件)

髄       液 2 件 ウイルス分離(-) 2 件

眼 結 膜 ぬ ぐ い 液 14 件 ウイルス分離(-) 11 件
エンテロウイルス70
アデノ ウイルス4 型

2 件
1 件
急性出血性 結膜炎
流行性角結膜炎

鼻 咽 頭 ぬ ぐ い 液 2 件 ウイルス分離(-) 1 件 コクサッキーB 群3 型 1 件 無菌性髄膜炎

ふ   ん   便 2 件 ウイル ス分離(-) 1 件 // 1 件 無菌性髄膜炎

血       液 2 件 ウイルス分離(-) 2 件

8 (43 件)

髄       液 3 件 ウイルス分離(-) 3 件

眼 結 膜 ぬ ぐ い 液 37 件 ウイルス分離(-) 27 件

アデノウイルス( 型不明?

アデノウイルス2 型

アデ ノウイルス3 型

アデノウイルス5 型

アデ ノウイルス8 型

エンテロウイルス70

1 件

2 件

2 件

2 件

2 件

1 件

流行性角結膜炎

流行性 角結 膜炎

流行 性角結膜炎
咽 頭 結 膜 熱

流行性角結膜炎

流行性角結膜炎

流行性角結膜炎

鼻 咽 頭 ぬ ぐ い 液 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

ふ   ん   便 2 件 ウイル ス分離(-) 1 1 件 コクサッキーB 群3 型 i 1 件 無 菌 性 髄 膜 炎

9    (4件) 眼 結 膜 ぬ ぐ い 液 4 件 ウイルス分離(-) 2 件
アデ ノ ウイルス6 型

エンテロウイルス70

) 件

' 1 件

流行性角結膜炎

流行性角結 膜炎

10  (17 件)

髄      液 3 件 ウイルス分離(-) 3 件

眼 結 膜 ぬ ぐ い 液 4 件 ウイルス分離(-) 4 件

水 庖 内 容 1 件 ウイルス分離(-) 1件

鼻 咽 頭 ぬ ぐ い 液 3 件 ウイルス分離(-) 1 2 件

ふ  ん  便 3 件 ウイルス分離(-) 2 件 エコーウイルス11 型 う 件 無菌性髄膜炎

血       液 3 件 ウイルス分離(-) 3 件

11   (13件)

髄       液 1 件 ウイルス分離(-) 1 件

眼 結 膜 ぬ ぐ い 液 9 件 ウイルス分離(-) 4 件 アデノウイルス3 型 ) 件 流行性角結膜炎

鼻 咽 頭 ぬ ぐ い 液 1 件 ウイルス分離(-) 1 件
1

1

1

ふ  ん  便 2 件 ウイルス分離(-) 2 件
|

|
1
1



〔5  7年1 月~12 月分〕東京都感染症定点観測」調査の検査定点採取検体の検査結果

採取年月 採 取 検 体 材 料 検    査    結    果 臨 床 診 断 名

12  (14 件)

髄       液 1 件

眼 結 膜 ぬ ぐ い 液 3 件 ウイ ルス分離(-) 3 件

鼻 咽 頭 ぬ ぐ い 液 5 件 ウイルス分離(-) 5 件

ふ   ん   便 3 件 ウイルス分離(-) 3 件

血       液 2 件 ウイルス分離(-) 2 件



第5 図一(1) 厚生省感染症サーベイランス

水痘

麻疹

伝染性紅斑

第5 図一(2)

風疹
ムンプス。

百日咳



第5 図-(3)

突発性発疹

溶連菌感染症

異型肺炎

第5 図一(4)

その他の感染性下痢症

乳児嘔吐下痢症



第5 図-(5)

手足口病

ヘルパンギーナ

第5図-(6)

流行性角結膜炎

急性出血性結膜炎

咽頭結膜熱



第5 図一(7)

無菌性髄膜炎

脳・脊髄炎
細菌性髄膜対
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